
あ
み
だ
が
池
新
寺
町（
あ
み
だ
が
い
け
し
ん
て
ら
ま
ち
）
歌

元
禄
十
二（
一
六
九
九
）年
十
月

本
田
家
の
跡
取
り
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物
。敦
賀
の
庄
も
舞
台
に

15

生
玉
心
中（
い
く
だ
ま
し
ん
じ
ゅ
う
）

世

正
徳
五（
一
七
一
五
）年
五
月
茶
碗
屋
の
息
子
嘉
平
次
と
遊
女
お
さ
が
が
生
玉
社
で
心
中

９

一
心
二
河
白
道（
い
っ
し
ん
に
が
び
ゃ
く
ど
う
）

歌

元
禄
十
一（
一
六
九
八
）年
盆
か

清
弦
・
桜
姫
の
物
語
を
ふ
ま
え
た
異
色
作
。お
家
騒
動
物

15

井
筒
業
平
河
内
通（
い
づ
つ
な
り
ひ
ら
か
わ
ち
が
よ
い
）

時

享
保
五（
一
七
二
〇
）年
三
月
文
徳
天
皇
の
後
継
争
い
に
、伊
達
男
在
原
業
平
の
伝
説
を
加
味

11

今
川
了
俊（
い
ま
が
わ
り
ょ
う
し
ゅ
ん
）

時

貞
享
四（
一
六
八
七
）年
正
月
南
北
朝
時
代
の
武
将
了
俊
の
後
継
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物

１

今
源
氏
六
十
帖（
い
ま
げ
ん
じ
ろ
く
じ
ゅ
う
じ
ょ
う
）
歌

元
禄
八（
一
六
九
五
）年
一
月
美
貌
の
長
男
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物
。妹
姫
の
猫
ま
ね
が
特
色

15

新
小
町
栄
花
車（
い
ま
こ
ま
ち
え
い
が
ぐ
る
ま
）

歌
元
禄
十
四（
一
七
〇
一
）年
十
一
月
か

京
の
春
永
家
に
嫁
ぐ
住
の
江
姫
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物

16

今
宮
の
心
中（
い
ま
み
や
の
し
ん
じ
ゅ
う
）

世

正
徳
元（
一
七
一
一
）年
夏

手
代
二
郎
兵
衛
と
針
子
お
き
さ
が
今
宮
戎
の
森
で
心
中

７

以
呂
波
物
語（
い
ろ
は
も
の
が
た
り
）

○
時

貞
享
元（
一
六
八
四
）年
三
月
藤
原
光
照
と
い
ろ
は
姫
を
襲
う
幾
多
の
危
機
を
空
海
が
防
ぐ

13

卯
月
の
潤
色（
う
づ
き
の
い
ろ
あ
げ
）

世

宝
永
四（
一
七
〇
七
）年
四
月
『
卯
月
紅
葉
』で
助
か
っ
た
夫
と
、妻（
亡
霊
）と
の
交
流
を
描
く

４

卯
月
紅
葉（
う
づ
き
の
も
み
じ
）

世

宝
永
三（
一
七
〇
六
）年
夏

古
道
具
屋
お
か
め
・
与
兵
衛
の
珍
し
い
夫
婦
心
中
物

４

浦
島
年
代
記（
う
ら
し
ま
ね
ん
だ
い
き
）

時

享
保
七（
一
七
二
二
）年
三
月
浦
島
伝
説
と
安
康
天
皇
の
譲
位
騒
動
を
か
ら
め
た
物
語

12

悦
賀
楽
平
太（
え
が
ら
の
へ
い
た
）

○
時

元
禄
五（
一
六
九
二
）年
正
月
悦
賀
楽
平
太
は
姫
を
奪
わ
れ
た
足
立
景
盛
と
悪
人
を
討
つ

13

烏
帽
子
折（
え
ぼ
し
お
り
）

時

元
禄
三（
一
六
九
〇
）年
正
月
牛
若
丸
が
平
家
の
追
求
を
逃
れ
挙
兵
す
る
ま
で
の
物
語

２

大
磯
虎
稚
物
語
（
お
お
い
そ
の
と
ら
お
さ
な
も
の
が
た
り
）

時

元
禄
七（
一
六
九
四
）年
七
月
以
前

曾
我
物
の
一
つ
。虎
御
前
と
そ
の
兄
の
仇
討
ち
を
描
く

２

大
塔
宮
曦
鎧
（
お
お
と
う
の
み
や
あ
さ
ひ
の
よ
ろ
い
）
（

○
）
時

享
保
八（
一
七
二
三
）年
二
月

大
原
問
答（
お
お
は
ら
も
ん
ど
う
）

○
時

元
禄
初
年
頃

平
敦
盛
の
青
葉
の
笛
、法
然
の
大
原
問
答
の
逸
話
で
構
成

13

作
品
名
（
ふ
り
が
な
）

○
＝
存
疑
作

分
類

初
演
年

備
考

近
松
全
集
（
岩
波
書
店
刊
）
巻
数

時：時代物　世：世話物　歌：歌舞伎

近
松
作
品
目
録

竹
田
出
雲
ら
の
作
を
近
松
が
添
削
。
護
良
親
王
の
活
躍
を
描
く

14



音
曲
百
枚
笹（
お
ん
ぎ
ょ
く
ひ
ゃ
く
ま
い
ざ
さ
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年
九
月
以
後

竹
本
筑
後
掾
の
追
善
作
。浄
瑠
璃
の
題
を
本
文
に
織
り
込
む

９

御
曹
司
初
寅
詣（
お
ん
ぞ
う
し
は
つ
と
ら
も
う
で
）

歌

元
禄
十
四（
一
七
〇
一
）年
一
月
義
経
を
ね
ら
う
頼
朝
方
の
武
将
。静
御
前
は
義
経
の
身
代
わ
り
に

16

女
殺
油
地
獄（
お
ん
な
こ
ろ
し
あ
ぶ
ら
の
じ
ご
く
）

世

享
保
六（
一
七
二
一
）年
七
月
油
屋
の
息
子
与
兵
衛
が
、向
か
い
の
油
屋
の
女
房
を
殺
害
P.24
12

娥
歌
か
る
た（
か
お
よ
う
た
が
る
た
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年
九
月
以
前

中
宮
の
女
官
横
笛
と
滝
口
の
恋
物
語
。絵
島
事
件
の
当
込

８

賀
古
教
信
七
墓
廻
（
か
こ
の
き
ょ
う
し
ん
な
な
は
か
め
ぐ
り
）

時

未
詳（
盆
興
行
）

大
蜘
蛛
・
幽
霊
な
ど
が
登
場
。賀
古
兄
弟
を
め
ぐ
る
怪
異
譚

９

春
日
仏
師
枕
時
鶏
（
か
す
が
ぶ
っ
し
ま
く
ら
ど
け
い
）

歌
宝
永
元（
一
七
〇
四
）年
十
一
月
か
十
二
月
二
巻
途
中
ま
で
残
存
。唐
か
ら
来
た
夫
人
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物

16

加
増
曾
我（
か
ぞ
う
そ
が
）

時

宝
永
三（
一
七
〇
六
）年
四
月
以
前

前
作
の『
本
領
曾
我
』の
八
年
余
り
後
の
展
開
を
描
く

４

鎌
田
兵
衛
名
所
盃
（
か
ま
だ
ひ
ょ
う
え
め
い
し
ょ
の
さ
か
ず
き
）

時

正
徳
元（
一
七
一
一
）年
正
月
以
前

上
下
二
巻
。保
元
の
乱
で
の
源
義
朝
・
平
清
盛
の
確
執
を
描
く

６

上
京
の
謡
始（
か
み
ぎ
ょ
う
の
う
た
い
ぞ
め
）

歌

元
禄
十
一（
一
六
九
八
）年
一
月
上
巻
の
み
残
存
。百
合
若
大
臣
の
三
人
の
娘
が
登
場

15

か
ら
さ
き
八
景
屏
風（
か
ら
さ
き
は
っ
け
い
の
び
ょ
う
ぶ
）

歌

元
禄
十
六（
一
七
〇
三
）年
五
月
か
唐
崎
の
松
で
の
心
中
話
に
、劇
中
劇
の
心
中
物
を
は
さ
む

16

関
八
州
繋
馬（
か
ん
は
っ
し
ゅ
う
つ
な
ぎ
う
ま
）

時

享
保
九（
一
七
二
四
）年
正
月
近
松
の
絶
筆
。源
頼
光
と
四
天
王
が
平
将
門
の
子
ら
を
討
つ

12

木
曾
街
道
幽
霊
敵
討
（
き
そ
か
い
ど
う
ゆ
う
れ
い
か
た
き
う
ち
）

○
歌

宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）五
月
か
其
二
途
中
ま
で
残
存
。作
者
名
は
な
し
。更
科
家
の
お
家
騒
動
物
16

吉
祥
天
女
子
産
玉（
き
っ
し
ょ
う
て
ん
に
ょ
こ
や
す
の
た
ま
）

歌

宝
永
元（
一
七
〇
四
）年
十
一
月
か
恋
の
争
い
、善
人
悪
人
が
だ
ま
し
合
う
賑
や
か
な
お
家
騒
動
物

16

け
い
せ
い
阿
波
の
な
る
と（
け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と
）

歌

元
禄
八
（
一
六
九
五
）年
（
二
の
替
）
法
隆
寺
の
仏
舎
利
開
帳
を
当
て
込
ん
だ
お
家
騒
動
物

15

け
い
せ
い
ゑ
ど
ざ
く
ら（
け
い
せ
い
え
ど
ざ
く
ら
）

歌
元
禄
十
一（
一
六
九
八
）年
一
月
（
二
の
替
）
中
下
巻
の
み
残
存
。善
三
郎
と
け
い
せ
い
の
妹
の
敵
討
物

15

け
い
せ
い
懸
物
揃（
け
い
せ
い
か
け
も
の
ぞ
ろ
え
）

時

正
徳
二（
一
七
一
二
）年
三
月

藤
原
秀
郷
が
数
々
の
難
を
越
え
て
平
将
門
を
討
つ

７

傾
城
金
龍
橋（
け
い
せ
い
き
ん
り
ょ
う
の
は
し
）

歌

宝
永
二（
一
七
〇
五
）年

橋
立
家
の
お
家
騒
動
物
。水
・
雪
と
い
っ
た
か
ら
く
り
を
多
用

16

け
い
せ
い
ぐ
ぜ
い
の
舟（
け
い
せ
い
ぐ
ぜ
い
の
ふ
ね
）

○
歌

元
禄
十
三（
一
七
〇
〇
）年
（
二
の
替
）
作
者
名
は
な
し
。箱
崎
家
の
三
人
の
息
子
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物
16

傾
城
島
原
蛙
合
戦（
け
い
せ
い
し
ま
ば
ら
か
い
る
が
っ
せ
ん
）

時

享
保
四（
一
七
一
九
）年
十
一
月
天
草
四
郎
の
島
原
の
乱
を
当
て
込
ん
だ
異
色
作

11



傾
城
酒
呑
童
子（
け
い
せ
い
し
ゅ
て
ん
ど
う
じ
）

時

享
保
三（
一
七
一
八
）年
十
月
『
酒
呑
童
子
枕
言
葉
』を
改
作
。遊
女
屋
の
処
罰
事
件
の
当
込

10

け
い
せ
い
反
魂
香（
け
い
せ
い
は
ん
ご
ん
こ
う
）

時

宝
永
五（
一
七
〇
八
）年

敦
賀
を
舞
台
に
開
幕
。上
巻
の
み「
吃
又
」と
し
て
人
気
p.38

５

け
い
せ
い
富
士
見
る
里（
け
い
せ
い
ふ
じ
み
る
さ
と
）
歌
元
禄
十
四（
一
七
〇
一
）年
春
（
二
の
替
）
小
野
篁
の
八
百
五
十
年
忌
に
因
ん
だ
、小
野
家
の
お
家
騒
動
物

16

け
い
せ
い
仏
の
原（
け
い
せ
い
ほ
と
け
の
は
ら
）

歌
元
禄
十
二（
一
六
九
九
）年
一
月
（
二
の
替
）

越
前
三
国
を
舞
台
。梅
永
文
蔵
の
廓
で
の
長
話
で
有
名
P.28

15

け
い
せ
い
三
の
車（
け
い
せ
い
み
つ
の
く
る
ま
）

歌

元
禄
十
六（
一
七
〇
三
）
年

お
家
騒
動
物
。傾
城
野
風
は
死
後
も
幽
霊
と
な
り
子
を
守
る
16

け
い
せ
い
壬
生
大
念
仏（
け
い
せ
い
み
ぶ
だ
い
ね
ん
ぶ
つ
）

歌
元
禄
十
五（
一
七
〇
二
）年
一
月（
二
の
替
）
劇
中
劇
で
の
壬
生
狂
言
、若
殿
の
廓
で
の
長
話
等
が
見
所

16

傾
城
吉
岡
染（
け
い
せ
い
よ
し
お
か
ぞ
め
）

時

宝
永
七
（
一
七
一
〇
）年
三
月
以
前

吉
岡
流
剣
法
の
祖
・
吉
岡
憲
法
と
石
川
五
右
衛
門
が
登
場

５

け
い
せ
い
若
む
ら
さ
き（
け
い
せ
い
わ
か
む
ら
さ
き
）

歌

不
詳

中
下
巻
の
み
残
存
。お
家
騒
動
物
で
藤
十
郎
の
一
人
狂
言
あ
り

16

兼
好
法
師
物
見
車（
け
ん
こ
う
ほ
う
し
も
の
み
ぐ
る
ま
）

時
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
『
碁
盤
太
平
記
』以
前

上
中
二
巻
。『
碁
盤
太
平
記
』に
続
く
が
、赤
穂
事
件
と
は
無
関
係
か
６

源
氏
れ
い
ぜ
い
ぶ
し（
け
ん
じ
れ
い
ぜ
い
ぶ
し
）

時

宝
永
七（
一
七
一
〇
）年

上
下
二
巻
。『
孕
常
盤
』の
後
編
か
。義
経
と
浄
瑠
璃
姫
の
悲
恋

６

弘
徽
殿
鵜
羽
産
家
（
こ
う
き
で
ん
う
の
は
の
う
ぶ
や
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年
九
月
以
前
花
山
院
の
后
懐
妊
に
か
ら
む
陰
謀
を
安
倍
清
明
ら
が
阻
む

９

国
性
爺
合
戦（
こ
く
せ
ん
や
か
っ
せ
ん
）

時

正
徳
五（
一
七
一
五
）
年
十
一
月
空
前
の
大
当
た
り
を
取
っ
た
傑
作
。英
雄
鄭
成
功
の
活
躍
p.42

９

国
性
爺
後
日
合
戦（
こ
く
せ
ん
や
ご
に
ち
か
っ
せ
ん
）

時

享
保
二（
一
七
一
七
）
年
二
月
『
国
性
爺
合
戦
』の
後
日
話
。前
作
と
は
違
い
不
当
た
り

10

五
十
年
忌
歌
念
仏
（
ご
じ
ゅ
う
ね
ん
き
う
た
ね
ん
ぶ
つ
）

世

宝
永
四（
一
七
〇
七
）
年
七
月
以
前

井
原
西
鶴
の「
好
色
五
人
女
」と
同
じ
密
通
事
件
に
取
材

４

碁
盤
太
平
記
（
ご
ば
ん
た
い
へ
い
き
）

時

宝
永
七（
一
七
一
〇
）年

『
兼
好
法
師
物
見
車
』の
下
巻
。忠
臣
蔵
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る

６

嫗
山
姥
（
こ
も
ち
や
ま
ん
ば
）

時

正
徳
二（
一
七
一
二
）年
九
月
以
前

山
姥
に
育
て
ら
れ
た
坂
田
金
時
が
、源
頼
光
と
鬼
を
退
治
p.40

７

最
明
寺
殿
百
人
上
臈
（
さ
い
み
ょ
う
じ
ど
の
ひ
ゃ
く
に
ん
じ
ょ
う
ろ
う
）

時

元
禄
十
二（
一
六
九
九
）年
三
月
頃

上
下
二
巻
。北
条
時
頼
の
有
名
な
地
方
視
察
の
旅
に
取
材

３

嵯
峨
天
皇
甘
露
雨
（
さ
が
て
ん
の
う
か
ん
ろ
あ
め
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年
九
月
以
前

帝
位
を
ね
ら
う
大
海
原
の
王
子
を
、弘
法
大
師
が
打
ち
破
る

９

相
摸
入
道
千
疋
犬（
さ
が
み
に
ゅ
う
ど
う
せ
ん
び
き
の
い
ぬ
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年
秋
以
前

新
田
兄
弟
が
犬
の
白
石
と
、
犬
公
方
・
北
条
高
時
を
討
つ

８

時：時代物　世：世話物　歌：歌舞伎



佐
々
木
先
陣
（
さ
さ
き
せ
ん
じ
ん
）

時

貞
享
三（
一
六
八
六
）年
七
月
藤
戸
の
先
陣
争
い
の
後
日
譚
。作
者
名
を
初
め
て
記
し
た
作
１

薩
摩
歌
（
さ
つ
ま
う
た
）

世
未
詳
・
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
正
月
以
前

流
行
歌
に
も
歌
わ
れ
た
お
ま
ん
・
源
五
兵
衛
の
心
中
を
取
材
６

薩
摩
守
忠
度
（
さ
つ
ま
の
か
み
た
だ
の
り
）

時

貞
享
三（
一
六
八
六
）年
十
月
歌
人
と
し
て
有
名
な
忠
度
と
岡
部
六
弥
太
を
め
ぐ
る
物
語

１

三
世
相
（
さ
ん
ぜ
そ
う
）

時

貞
享
三（
一
六
八
六
）年
五
月
新
町
の
有
名
な
遊
女
夕
霧
太
夫
の
九
年
忌
に
上
演

１

持
統
天
皇
歌
軍
法
（
じ
と
う
て
ん
の
う
う
た
ぐ
ん
ぽ
う
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年
夏
以
前
「
春
過
て
」の
歌
も
登
場
。持
統
天
皇
の
後
継
争
い
の
物
語

８

釈

如
来
誕
生
会
（
し
ゃ
か
に
ょ
ら
い
た
ん
じ
ょ
う
え
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年
秋
以
前

悟
り
を
開
き
、
後
に
釈
迦
如
来
と
な
る
悉
達

し
っ
た

太
子
の
生
涯

８

十
二
段
（
じ
ゅ
う
に
だ
ん
）

時
元
禄
十
一（
一
六
九
八
）年
正
月
以
前

源
義
経
＝
牛
若
丸
の
鞍
馬
山
出
奔
前
後
の
物
語

２

出
世
景
清
（
し
ゅ
っ
せ
か
げ
き
よ
）

時

貞
享
二（
一
六
八
五
）
年
（
二
の
替
）

竹
本
義
太
夫
に
書
い
た
初
作
。平
家
の
落
人
が
主
人
公
p.36

１

酒
呑
童
子
枕
言
葉
（
し
ゅ
て
ん
ど
う
じ
ま
く
ら
の
こ
と
の
は
）

時

宝
永
七（
一
七
一
〇
）年
五
月
以
前

鬼
退
治
物
。酒
呑
童
子
の
身
の
上
話
の
場
面
で
有
名

６

主
馬
判
官
盛
久（
し
ゅ
め
の
は
ん
が
ん
も
り
ひ
さ
）

時
貞
享
三（
一
六
八
六
）年
十
月
〜
貞
享
四（
一
六
八
七
）年
正
月
『
薩
摩
守
忠
度
』の
続
編
。平
家
の
侍
大
将
盛
久
が
主
人
公

１

聖
徳
太
子
絵
伝
記
（
し
ょ
う
と
く
た
い
し
え
で
ん
き
）

時

享
保
二（
一
七
一
七
）年
十
一
月

物
部
守
屋
を
梵
天
王
の
教
え
を
得
た
聖
徳
太
子
が
討
つ

10

女
郎
来
迎
柱
（
じ
ょ
ろ
う
ら
い
ご
う
ば
し
ら
）

歌

元
禄
十
五（
一
七
〇
二
）年

傑
作
歌
舞
伎
『
け
い
せ
い
壬
生
大
念
仏
』の
続
編

16

心
中
重
井
筒
（
し
ん
じ
ゅ
う
か
さ
ね
い
づ
つ
）

世
宝
永
四（
一
七
〇
七
）年
十
一
月
か
十
二
月

夫
思
い
の
妻
が
い
な
が
ら
、遊
女
お
房
と
心
中
す
る
徳
兵
衛

５

信
州
川
中
島
合
戦
（
し
ん
し
ゅ
う
か
わ
な
か
じ
ま
が
っ
せ
ん
）

時

享
保
六（
一
七
二
一
）年
八
月
武
田
・
上
杉
の
戦
い
を
自
由
に
脚
色
。山
本
勘
介
が
活
躍

12

心
中
天
の
網
島
（
し
ん
じ
ゅ
う
て
ん
の
あ
み
じ
ま
）

世

享
保
五（
一
七
二
〇
）年
十
二
月
妻
の
思
い
を
外
に
夫
治
兵
衛
と
遊
女
小
は
る
は
心
中
p.22

11

心
中
二
枚
絵
草
子
（
し
ん
じ
ゅ
う
に
ま
い
え
ぞ
う
し
）

世
宝
永
三（
一
七
〇
六
）年
二
月
以
前

遊
女
お
島
・
市
郎
右
衛
門
が
、別
々
の
場
所
で
同
時
に
心
中

４

心
中
万
年
草
（
し
ん
じ
ゅ
う
ま
ん
ね
ん
そ
う
）

世

宝
永
七（
一
七
一
〇
）年
四
月
高
野
山
女
人
堂
で
の
心
中
事
件
と
八
百
屋
お
七
譚
に
取
材

５

心
中
刃
は
氷
の
朔
日
（
し
ん
じ
ゅ
う
や
い
ば
は
こ
お
り
の
つ
い
た
ち
）

世

宝
永
六（
一
七
〇
九
）年
盆
以
前

郷
里
に
帰
る
遊
女
小
か
ん
と
平
兵
衛
が
別
離
を
苦
に
心
中

５

心
中
宵
庚
申（
し
ん
じ
ゅ
う
よ
い
ご
う
し
ん
）

世

享
保
七（
一
七
二
二
）年
四
月
八
百
屋
半
兵
衛
と
妻
千
世
が
姑
に
離
縁
を
迫
ら
れ
心
中
p.26
12



せ
み
丸（
せ
み
ま
る
）

時

元
禄
六（
一
六
九
三
）年
二
月
以
前
「
逢
阪
の
関
」の
歌
で
も
知
ら
れ
る
蝉
丸
の
数
奇
な
運
命

２

善
光
寺
御
堂
供
養（
ぜ
ん
こ
う
じ
み
ど
う
く
よ
う
）（
○
）時

享
保
三（
一
七
一
八
）年
十
二
月
「
添
削
」近
松
と
記
す
。善
光
寺
如
来
の
開
帳
時
に
上
演
か

14

千
載
集
（
せ
ん
ざ
い
し
ゅ
う
）

時

貞
享
三（
一
六
八
六
）年
頃

『
薩
摩
守
忠
度
』と
多
く
の
部
分
が
類
似
。先
行
作
か

１

曾
我
扇
八
景
（
そ
が
お
う
ぎ
は
っ
け
い
）

時

正
徳
元（
一
七
一
一
）年
正
月
以
前
敵
討
ち
場
面
で
な
く
、死
傷
者
の
行
列
で
見
せ
る
趣
向

７

曾
我
会
稽
山
（
そ
が
か
い
け
い
ざ
ん
）

時

享
保
三（
一
七
一
八
）年
七
月
最
後
の
曾
我
物
。出
来
事
が
一
日
の
間
に
終
わ
る

10

曾
我
五
人
兄
弟
（
そ
が
ご
に
ん
き
ょ
う
だ
い
）

時

元
禄
十
二（
一
六
九
九
）年

敵
討
ち
前
の
曾
我
兄
弟
と
そ
の
姉
兄
弟
ら
が
登
場

３

曾
我
虎
が
磨
（
そ
が
と
ら
が
い
し
う
す
）

時

正
徳
元（
一
七
一
一
）年
正
月
以
前

題
は
曾
我
の
五
郎
が
石
臼
を
引
く
老
母
を
見
る
場
面
に
よ
る

７

曾
我
七
以
呂
波
（
そ
が
な
な
つ
い
ろ
は
）

時
元
禄
十
一（
一
六
九
八
）年
正
月
以
前

曾
我
兄
弟
、遊
女
虎
御
前
ら
の
敵
討
ち
前
夜
の
活
躍
を
描
く

２

曾
根
崎
心
中
（
そ
ね
ざ
き
し
ん
じ
ゅ
う
）

世

元
禄
十
六（
一
七
〇
三
）年
五
月

最
初
の
世
話
物
。遊
女
お
は
つ
・
徳
兵
衛
の
心
中
物

p.16

４

大
覚
大
僧
正
御
伝
記（
女
人
即
身
成
仏
記
）
〔
だ
い
か
く
だ
い
そ
う
じ
ょ
う
ご
で
ん
き（
に
ょ
に
ん
そ
く
し
ん
じ
ょ
う
ぶ
つ
き
）〕

時

元
禄
四（
一
六
九
一
）年

宇
治
座
上
演
の『
女
人
即
身
成
仏
記
』を
竹
本
座
用
に
改
作
２

大
経
師
昔
暦
（
だ
い
き
ょ
う
じ
む
か
し
ご
よ
み
）

世

正
徳
五（
一
七
一
五
）年
春

大
経
師
の
妻
お
さ
ん
・
手
代
茂
兵
衛
は
偶
然
、姦
通
を
犯
す

９

大
職
冠
（
た
い
し
ょ
か
ん
）

時

正
徳
元（
一
七
一
一
）年
十
月
前
後

野
に
下
っ
た
大
職
冠
＝
藤
原
鎌
足
が
蘇
我
入
鹿
を
討
つ

７

大
名
な
ぐ
さ
み
曾
我
（
だ
い
み
ょ
う
な
ぐ
さ
み
そ
が
）

歌

元
禄
十（
一
六
九
七
）年
七
月
上
下
二
巻
。大
名
が『
世
継
曾
我
』の
パ
ロ
デ
ィ
を
演
じ
る

16

田
村
将
軍
初
観
音

○
時

元
禄
十
一（
一
六
九
八
）年
正
月
〜
正
徳
四（
一
七
一
四
）年
九
月

（
た
む
ら
し
ょ
う
ぐ
ん
は
つ
か
ん
の
ん
）

上
下
二
巻
。
坂
上
田
村
丸
が
観
音
の
加
勢
で
朝
敵
を
討
つ

14

他
力
本
願
記
（
た
り
き
ほ
ん
が
ん
き
）

○
時

延
宝
七（
一
六
七
九
）年
四
月
お
家
騒
動
を
悲
嘆
し
出
家
し
た
信
空
は
、法
然
と
出
会
う

13

団
扇
曾
我
（
だ
ん
せ
ん
そ
が
）

時

元
禄
十
三（
一
七
〇
〇
）年

『
百
日
曾
我
』と
初
〜
四
段
が
共
通
。宇
治
座
で
上
演

３

時：時代物　世：世話物　歌：歌舞伎



丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
ろ
ぶ
し

（
た
ん
ば
よ
さ
く
ま
つ
よ
の
こ
む
ろ
ぶ
し
）

世

宝
永
四（
一
七
〇
七
）年
末

武
家
の
乳
母
滋
野
井
が
生
き
別
れ
た
子
と
再
会
す
る
人
情
話

５

津
国
女
夫
池
（
つ
の
く
に
め
お
と
い
け
）

時

享
保
六（
一
七
二
一
）年
二
月
足
利
家
の
お
家
騒
動
に
、女
夫
池
で
の
心
中
が
か
ら
む

12

津
戸
三
郎
（
つ
の
と
の
さ
ぶ
ろ
う
）

時

元
禄
二（
一
六
八
九
）年
五
月
源
平
合
戦
時
の
武
者
達
と
そ
の
家
族
の
人
間
模
様
を
描
く

１

つ
る
が
の
津
三
階
蔵
（
つ
る
が
の
つ
さ
ん
が
い
ぐ
ら
）

歌

元
禄
十
二（
一
六
九
九
）年
七
月
『
け
い
せ
い
仏
の
原
』の
続
々
編
。越
前
敦
賀
が
舞
台

15

天
鼓（
丹
州
千
年
狐
）〔
て
ん
こ（
た
ん
し
ゅ
う
せ
ん
ね
ん
ぎ
つ
ね
）〕

時

元
禄
十
四（
一
七
〇
一
）年

『
丹
州
千
年
狐
』
の
改
作
。
宝
物
の
太
鼓
を
め
ぐ
る
話

３

天
智
天
皇
（
て
ん
じ
て
ん
の
う
）

時

元
禄
五（
一
六
九
二
）年
三
月
以
前

天
智
天
皇
の
即
位
を
め
ぐ
る
争
い
を
ス
ケ
ー
ル
豊
か
に
描
く
２

天
神
記
（
て
ん
じ
ん
き
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年
正
月

藤
原
時
平
の
陰
謀
で
大
宰
府
に
流
さ
れ
た
菅
原
道
真
の
復
讐

８

唐
船
噺
今
国
性
爺
（
と
う
せ
ん
ば
な
し
い
ま
こ
く
せ
ん
や
）

時

享
保
七（
一
七
二
二
）年
正
月

前
年
に
台
湾
で
起
こ
っ
た
朱
一
貴
の
乱
を
早
く
も
劇
化

12

当
流
小
栗
判
官
（
と
う
り
ゅ
う
お
ぐ
り
は
ん
が
ん
）

○
時
正
徳
四（
一
七
一
四
）年
九
月
以
前
か

説
経
浄
瑠
璃
で
知
ら
れ
る
小
栗
判
官
の
物
語
に
取
材

14

融
の
大
臣
（
と
お
る
の
お
と
ど
）

○
時

元
禄
六（
一
六
九
三
）年
正
月
以
前

古
今
集
の「
み
ち
の
く
の
」の
歌
で
有
名
な
源
融
が
主
人
公

13

長
町
女
腹
切（
な
が
ま
ち
お
ん
な
は
ら
き
り
）

世

正
徳
二（
一
七
一
二
）年
秋
刀
職
人
半
七
の
叔
母
は
甥
の
罪
を
償
う
た
め
腹
を
切
る

８

日
親
上
人
徳
行
記
（
に
っ
し
ん
し
ょ
う
に
ん
と
く
ぎ
ょ
う
き
）

○
時

元
禄
初
年
頃

菊
虎
丸
＝
日
蓮
宗
の
高
僧
日
親
上
人
の
伝
記
物

13

日
本
西
王
母（
南
大
門
秋
彼
岸
）

〔
に
っ
ぽ
ん
せ
い
お
う
ぼ（
な
ん
だ
い
も
ん
あ
き
の
ひ
が
ん
）〕

時

元
禄
末
年
頃

『
南
大
門
秋
彼
岸
』の
改
作
。西
王
母
の
桃
の
霊
験
譚

３

日
本
振
袖
始
（
に
っ
ぽ
ん
ふ
り
そ
で
の
は
じ
ま
り
）
時

享
保
三（
一
七
一
八
）年
二
月
宝
剣
を
探
す
素
戔
鳴
尊
が
八
岐
大
蛇
を
退
治
す
る

10

猫
魔
達
（
ね
こ
ま
た
）

（
○
）
時

元
禄
十（
一
六
九
七
）年
頃

博
多
小
女
郎
波
枕（
は
か
た
こ
じ
ょ
ろ
う
な
み
ま
く
ら
）

世

享
保
三（
一
七
一
八
）年
十
二
月
海
賊
が
登
場
す
る
異
色
作
。上
巻
は「
毛
剃
」の
名
で
有
名

10

孕
常
盤
（
は
ら
み
と
き
わ
）

時

宝
永
七（
一
七
一
〇
）年
閏
八
月
清
盛
の
子
を
宿
し
た
常
盤
の
悲
劇
。牛
若
丸
、弁
慶
が
活
躍

６

近
松「
添
削
」と
記
す
。猫
の
化
身
が
さ
よ
照
姫
を
悩
ま
す

14



姫
蔵
大
黒
柱（
ひ
め
ぐ
ら
だ
い
こ
く
ば
し
ら
）

歌

元
禄
八（
一
六
九
五
）年
十
一
月

姫
蔵
家
の
腹
違
い
の
姫
君
二
人
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物

15

百
日
曾
我
（
ひ
ゃ
く
に
ち
そ
が
）

時

元
禄
十
三（
一
七
〇
〇
）年

『
団
扇
曾
我
』と
初
〜
四
段
が
共
通
。竹
本
座
で
上
演
か

３

福
寿
海（
ふ
く
じ
ゅ
か
い
）

歌

元
禄
十
二（
一
六
九
九
）年
十
一
月

竹
内
家
の
腹
違
い
の
二
人
の
姫
君
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物

15

双
生
隅
田
川（
ふ
た
ご
す
み
だ
が
わ
）

時

享
保
五（
一
七
二
〇
）年
八
月
謡
曲「
隅
田
川
」を
改
変
。双
子
の
兄
弟
を
め
ぐ
る
お
家
騒
動
物

11

静
胎
内

（
ふ
た
り
し
ず
か
た
い
な
い
さ
ぐ
り
）

時

正
徳
三（
一
七
一
三
）年
閏
五
月

義
経
の
妻
・
静
が
生
ん
だ
若
君
を
頼
朝
の
追
っ
手
が
狙
う

８

仏
母
摩
耶
山
開
帳
（
ぶ
つ
も
ま
や
さ
ん
か
い
ち
ょ
う
）

歌

元
禄
六（
一
六
九
三
）年
春

知
ら
れ
る
う
ち
最
も
早
い
歌
舞
伎
作
品
。お
家
騒
動
物

15

文
武
五
人
男
（
ぶ
ん
ぶ
ご
に
ん
お
と
こ
）

○
時

元
禄
七（
一
六
九
四
）年
七
月
以
前

子
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
源
氏
の
武
者
た
ち
が
活
躍

13

平
家
女
護
島
（
へ
い
け
に
ょ
ご
の
し
ま
）

時

享
保
四（
一
七
一
九
）年
八
月
平
家
物
語
に
取
材
。二
段
の
鬼
界
ヶ
島「
俊
寛
」で
有
名
p.44

11

豊
年
秋
の
田
（
ほ
う
ね
ん
あ
き
の
た
）

時

正
徳
五（
一
七
一
五
）年
九
月
『
天
智
天
皇
』の
増
補
改
作
。竹
本
筑
後
掾
一
周
忌
追
善
興
行

２

仏
御
前
扇
軍
（
ほ
と
け
ご
ぜ
ん
お
う
ぎ
い
く
さ
）
（
○
）
時

享
保
七（
一
七
二
二
）年
九
月

堀
川
波
鼓（
ほ
り
か
わ
な
み
の
つ
づ
み
）

世
宝
永
三（
一
七
〇
六
）年
六
月
〜
宝
永
四（
一
七
〇
七
）年
二
月

因
幡
藩
士
の
妻
お
た
ね
の
密
通
事
件
に
端
を
発
し
た
悲
劇

４

本
朝
三
国
志
（
ほ
ん
ち
ょ
う
さ
ん
ご
く
し
）

時

享
保
四（
一
七
一
九
）年
二
月

久
吉（
秀
吉
）が
光
秀
を
討
ち
、高
麗
征
伐
を
行
う
ま
で
の
物
語

11

本
朝
用
文
章
（
ほ
ん
ち
ょ
う
よ
う
ぶ
ん
し
ょ
う
）

時
未
詳（
元
禄
十
一（
一
六
九
八
）年
正
月
以
前
）
日
野
資
朝
家
を
襲
う
陰
謀
を
断
つ
た
め
一
子
阿
新
丸
が
活
躍

３

本
領
曾
我
（
ほ
ん
り
ょ
う
そ
が
）

時

宝
永
三（
一
七
○
六
）年
四
月
以
前
『
加
増
曾
我
』と
と
も
に
二
日
間
に
渡
り
上
演
さ
れ
た
曾
我
物

４

ま
つ
か
ぜ（
ま
つ
か
ぜ
）

○
歌

元
禄
十
三（
一
七
〇
〇
）年

作
者
名
は
な
し
。松
風
・
村
雨
の
物
語
を
か
ら
め
た
お
家
騒
動
物

16

松
風
村
雨
束
帯
鑑
（
ま
つ
か
ぜ
む
ら
さ
め
そ
く
た
い
か
が
み
）

時

宝
永
四（
一
七
〇
七
）年
暮
以
前

松
風
村
雨
の
物
語
に
浦
島
伝
説
を
絡
め
た
夢
幻
的
な
作
品

５

水
木
辰
之
助
餞
振
舞
（
み
ず
き
た
つ
の
す
け
た
ち
ぶ
る
ま
い
）

歌
元
禄
八（
一
六
九
五
）年
九
月
か
十
月

名
女
形
・
水
木
辰
之
助
の
暇
乞
い
興
行
。お
家
騒
動
物

15

源
義
経
将
棊
経
（
み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね
し
ょ
う
ぎ
き
ょ
う
）

時

正
徳
元（
一
七
一
一
）年
正
月
以
前

北
に
落
ち
る
義
経
。将
棋
の
駒
で
戦
術
を
語
る
場
面
が
有
名
６

壬
生
秋
の
念
仏
（
み
ぶ
あ
き
の
ね
ん
ぶ
つ
）

○
歌

元
禄
十
五（
一
七
〇
二
）年
秋
作
者
名
は
な
し
。『
け
い
せ
い
壬
生
大
念
仏
』の
続
々
編

16

時：時代物　世：世話物　歌：歌舞伎

松
田
和
吉
作
を
近
松
が
添
削
。
仏
御
前
へ
横
恋
慕
す
る
清
盛

14



冥
途
の
飛
脚
（
め
い
ど
の
ひ
き
ゃ
く
）

世

正
徳
元（
一
七
一
一
）年
七
月
以
前

飛
脚
屋
の
忠
兵
衛
が
公
金
を
盗
み
遊
女
梅
川
と
逃
げ
る
p.18
７

狩
剣
本
地
（
も
み
じ
が
り
つ
る
ぎ
の
ほ
ん
じ
）

時

正
徳
四（
一
七
一
四
）年（
顔
見
世
）
平
惟
茂
が
天
皇
か
ら
賜
っ
た
平
国
の
剣
を
め
ぐ
る
物
語

９

百
夜
小
町
・
夕
ぎ
り
七
ね
ん
き

歌

元
禄
十（
一
六
九
七
）年
盆
興
行
の
次
の
上
演

（
も
も
よ
こ
ま
ち
・
ゆ
う
ぎ
り
し
ち
ね
ん
き
）

小
野
小
町
が
出
る『
百
夜
小
町
』に『
夕
ぎ
り
・
・
・
』が
続
く

15

盛
久
（
も
り
ひ
さ
）

時
『
主
馬
判
官
盛
久
』〔
貞
享
三（
一
六
八
六
）年
十
月
〜
貞
享
四（
一
六
八
七
）年
正
月
〕以
後

『
主
馬
判
官
盛
久
』と
多
く
の
部
分
が
類
似
。改
作
か

１

山
崎
与
次
兵
衛
寿
の
門
松

（
や
ま
ざ
き
よ
じ
べ
え
ね
び
き
の
か
ど
ま
つ
）

世

享
保
三（
一
七
一
八
）年
正
月
与
次
兵
衛
と
遊
女
あ
づ
ま
の
恋
愛
と
人
々
の
葛
藤
を
描
く

10

日
本
武
尊
吾
妻
鑑
（
や
ま
と
た
け
の
み
こ
と
あ
ず
ま
か
が
み
）

時

享
保
五（
一
七
二
〇
）年
十
一
月

日
本
武
尊
が
姫
と
し
て
登
場
？
武
勇
知
略
で
朝
敵
を
討
つ

11

鑓
の
権
三
重
帷
子
（
や
り
の
ご
ん
ざ
か
さ
ね
か
た
び
ら
）

世

享
保
二（
一
七
一
七
）年
八
月
上
下
二
巻
。
権
三
は
茶
の
師
匠
の
妻
と
の
不
義
を
疑
わ
れ
逃
亡

10

夕
霧
阿
波
鳴
渡
（
ゆ
う
ぎ
り
あ
わ
の
な
る
と
）

世

正
徳
二（
一
七
一
二
）年
初
春
夕
霧
の
三
十
五
年
忌
を
し
の
ぶ
作
。改
作
が「
廓
文
章
」
p.20

７

雪
女
五
枚
羽
子
板
（
ゆ
き
お
ん
な
ご
ま
い
は
ご
い
た
）

時

宝
永
五（
一
七
〇
八
）年
正
月
死
ん
だ
腰
元
が
雪
女
と
な
り
将
軍
暗
殺
の
陰
謀
を
あ
ば
く

５

百
合
若
大
臣
野
守
鏡
（
ゆ
り
わ
か
だ
い
じ
ん
の
も
り
の
か
が
み
）
時

正
徳
元（
一
七
一
一
）年
初
秋
以
前

孤
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
百
合
若
が
敵
を
打
ち
凱
旋
す
る

７

用
明
天
王
職
人
鑑
（
よ
う
め
い
て
ん
の
う
し
ょ
く
に
ん
か
が
み
）

時

宝
永
二（
一
七
〇
五
）年（
十
一
月
か
）

竹
本
座
新
体
制
初
の
興
行
作
。仏
教
と
外
道
の
争
い
を
描
く
４

吉
野
忠
信
（
よ
し
の
た
だ
の
ぶ
）

時

元
禄
十（
一
六
九
七
）年
七
月
以
前

平
家
滅
亡
後
の
義
経
の
悲
劇
と
忠
臣
佐
藤
忠
信
の
活
躍
を
描
く

２

吉
野
都
女
楠
（
よ
し
の
の
み
や
こ
お
ん
な
く
す
の
き
）

時

宝
永
七（
一
七
一
〇
）年

足
利
と
楠
・
新
田
の
戦
い
に
取
材
。武
将
の
妻
た
ち
が
活
躍

６

世
継
曾
我
（
よ
つ
ぎ
そ
が
）

時

天
和
三（
一
六
八
三
）年
九
月
曾
我
兄
弟
の
仇
討
ち
後
の
物
語
。最
初
の
確
実
な
近
松
作

１

淀
鯉
出
世
滝
徳（
よ
ど
ご
い
し
ゅ
っ
せ
の
た
き
の
ぼ
り
）

世

宝
永
五（
一
七
〇
八
）年
末
〜
六（
一
七
〇
九
）年
新
春

上
下
二
巻
。豪
商
淀
屋
の
財
産
没
収
・
追
放
事
件
に
取
材

５




